
シリーズ「がん」特  集 ハイ!こちら
呼吸器外科です!
呼吸器外科のご紹介

“患者さんの立場に立っ
た治療”をモットーにし
ています。今回は当科に
おける肺がん治療につ
いてご紹介します。

なぜ人はがんになるのか

1981年以降、日本人の死因の第
一位はがんである。現在の日本で
は、二人に一人ががんになり、三
人に一人ががんで亡くなってい
る。がんで亡くなる人は30代後半
から増加し、80代でピークに達す
る。 その後は、他病死も増えるた
め、減少に転じるが、長寿とがん
は不可分である。

毎日、体のあちこちで、新たな
細胞が生まれ、寿命の尽きた細胞
を置き換えている。新しい細胞が
生まれる時、低頻度ながら、遺伝
子に異常が生じる。
DNA複製時には、10億塩基対あ
たり1個の割合で、点突然変異が
自然に起こる。 ヒトの細胞は60
億塩基対のDNAを持っており、1
回増殖分裂する度に、６個の自然
変異が発生する。2万3000弱ある
ヒトの遺伝子のうち、約140が細
胞のがん化に関係し、ここにも点
突然変異が起こり得る。
人体を構成する細胞は60兆個
あるとされるが、細胞が増殖する
度に、がん化に関係する遺伝子に
変異を持った細胞や染色体異常
を持った細胞が、一定の頻度で生
まれる。
がん化に関係する、平均4個の
遺伝子変異が、1個の細胞に蓄積
すれば、がん細胞になる。複数の
異なる遺伝子変異が1個の細胞に
蓄積する確率は極めて低いが、年
月を重ねると、どこかにそういう
細胞が生まれる。

ひとが生きている限り、細胞交
替が繰り返され、遺伝子変異の蓄
積した細胞が生じる。がん予防と
は、究極のところ、発がん因子と
の接触を避け、変異の発生頻度を
自然発生頻度にまで下げ、変異の
蓄積を遅らせることである。

高齢男性の病理解剖例で前立
腺を詳細に調べると、微小がんを
含めて、全例に前立腺がんが発見
されるという。ほとんどの高齢者
にがんが存在し、症状が現れるま
で大きくなっていないだけであ
ろう。人生のいつ頃1個のがん細
胞が発生するかは、確率的なこと
がらで、個人差がある。がん年齢
に達したすべての人には、大なり
小なり、どこかにがんが存在して
いるに違いない。
がん細胞の増殖は速いと考え

られがちであるが、実は著しく遅
い。1個のがん細胞が生まれて数
センチの大きさに育つまでに、通
常、10数年から数10年かかる。1個
の受精卵が280日で3キロの赤ん
坊に育つことを思えば、その遅さ
は歴然としている。がんは、症状
のない初期・早期の時期が非常に
長く、症状が現れる頃から急速に
大きくなる。
がんが発生して、症状のあるな
し、がんの大小、進行の速い遅い
は、運不運に過ぎない。それは、が
ん細胞にどのような変異が蓄積
したかに左右される。転移能を獲
得したがん細胞が暴れる前の、で
きるだけ小さいうちにがんを発
見して、根こそぎ取り除くのが最
善である。ここに検診と早期発
見、早期治療の意義がある。
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　肺がん手術はこわくない

　肺がんで手術が必要ですと言わ
れたら、きっと“こわい！”“痛い！”
“もうだめだ！”などと思うのでは
ないでしょうか。
　確かに30年前でしたら、そのよ
うな不安や恐怖は当たらずとも遠
からずだったかもしれません。で
すが、現在当院呼吸器外科で行っ
ている肺がん手術は、90歳代の方
まで受けていただける安心・安定
の治療になっています。胸腔鏡
(きょうくうきょう)という手術用
の内視鏡を駆使することにより、
皮膚の傷を、これ以上小さくする
と切除した肺が取り出せないとこ
ろまで最小に押さえることができ
ます。このため、大きく切るより痛
みが少ないのはもちろんのこと、
呼吸に使う筋肉をほとんど切らな
いので、手術後の回復が非常に早
くなります。標準的な肺がんの手
術は、片方の肺の1/3から1/2を切
除するのですが、通常は内視鏡を
入れる1.5cmの穴2か所と4cm弱
の切開のみでの手術が可能です。
手術の影響が小さく抑えられるた
め手術後の回復も早いので、肺を
大きく取る手術でも手術後4日で
の退院を標準としています。
　しかし、肺の手術が大きな手術
であることには変わりなく、いつ
も細心の注意を払いつつ最良の方
法を選択して手術を行っていま
す。

　これらの手術について、外来・入
院のそれぞれの場面で、患者様・ご
家族様に十分ご理解いただけるよ
う丁寧にご説明しています。
当科での肺がん手術は“こわくな
い”のです！

　診療体制について

　呼吸器外科は呼吸器外科専門医
2名を含む3名の常勤医師で日々
の診療を行っています。常にオン
コール体制をとっていますので、
緊急入院になることが多い気胸や

肋骨骨折などにも迅速に対応でき
ます。

 　他科との連携について

　特に肺がんについては、当院呼吸
器内科との連絡を密にして、抗が
ん剤などによる内科的治療、放射
線治療などを必要に応じて呼吸器
内科で行っています。また、多汗症
の手術や他科からの転移性肺腫瘍
の手術も積極的に行っています。

　他の病院、
　診療所との連携について

　他の診療施設からのご紹介も外
来日に限らず随時受け入れさせて
いただいており、大津市外、滋賀県
外からのご紹介もいろいろいただ
いています。

文責：呼吸器外科診療部長 戸田省吾

微小胃癌（口径 50μm） 進行胃癌（最大径 8cm）

数十年後には進行癌になり、転移をきたし、宿主を倒す。
（左の顕微鏡写真と右の肉眼写真は、大きさを比較するために並べたもので、別々の症例である）
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